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《本号の注目記事》 

● ７月は「再犯防止啓発月間」です！ 

● 第７２回 “社会を明るくする運動” 

「＃生きづらさを 生きていく。」をさらに一歩先へ 

● アジ研で新たな国際研修が始動しました（包摂的社会研修） 

● 記者が行く！～第62回 全国矯正展～ 
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再犯防止啓発月間とは、何ですか？ 

あかれんが   ２０２２年  第 ７７号          《特 集記事 》 

● 再犯防止とは、何ですか？ 

犯罪や非行をした人が、再び罪を犯すことなく立ち直り、社会の一員 として暮らしていけ

るようにすることを「再犯防止 」と呼んでいます。 

法 務省は、再犯防止を通じ、「誰 もが犯罪による被害を受けることなく、加害者 になるこ

ともなく、安全で安心 して暮らせる社会 」の実現を目指しています。  

● 具体的には、どのような取組を行っていますか？ 

犯 罪 や非行をした人 が、刑期 等 を終 えた後 に社会 に戻 るに当 たっては、様 々な困難 に

直面する場合があります。そこで、例 えば、仕 事や住まいを確保できず、社会復帰が困難

となっている人には、就 労支援を行ったり、更 生保護施設などで一時的に受け入れたりし

ています。また、必 要な福祉の支援が受けられない人には、適切な保健医療 ・福 祉のサー

ビスが受けられるよう調整を行うなどしています。 

-０１-  

再犯防止について、教えてください！ 

法務省では、広く再犯防止についての関心と理解を深めてもらうため、再犯の防

止等の推進に関する法律第６条に基づき、毎年７月を、「再犯防止啓発月間」として

定めています。再犯防止啓発月間には、重点的に再犯防止 に関する様々な広報・啓

発活動を展開することとしています。  

 

７月は「再犯防止啓発月間」です！ 



● 再犯防止啓発ポスターの作成  

法務省では、再犯防止啓発月間である 7 月に合わせ

て、毎 年 、再 犯 防 止 啓 発 ポスターを作 成 しています。同

ポスターは、法務省本省 、法務省出先機関 （検察庁 、矯

正施設 、更生保護官署等 ）、地 方公共団体 、公共交通

機関などに配布 ・掲示 されています。 

今 年度の再犯防止啓発ポスターには、昨 年度に実施

した「再犯防止 4 コマ＆1 ページ漫画大賞 」（後述 ）にお

いて、法 務 大臣 賞 を受 賞 した作 品 を採 用 しました。この

作 品 では、周 りの人 からの一 言 が支 えになって、過 去 と

向 き合 いつつも、一 歩 ずつ前 に進 んでいこうとする様 子

が描かれており、ポスターをご覧になった方が再犯防止や

立 ち直 りについて考 えるきっかけになってほしいという願

いが込められています。 

▲今 年 度 の再 犯 防 止 啓 発 ポスター 

● オンラインによる広報 ・啓発番組の配信  

法 務省では、再犯防止啓発月間以外にも、様々な啓発活動を行っております。令 和 ４年

3 月には、YouTube 法務省チャンネルにおいて、「広がっています。＃再犯防止～みんなで

描 く、誰 ひとり取 り残 さない社会～」のタイトルの下 、広報 ・啓 発番組の配信を開始 し、現 在

も公開中です。 

同 番組では、モデル・タレントのトラウデン直 美 さんとフリーアナウンサーの安東弘樹 さんの

進行で、「検察における入口支援 」、「再 犯防止って誰のため？～ＦＣ東京の取組 ～」、「市民

が市民に寄り添う支援 」、「立 ち直 りの当事者 と語る再犯防止 」の 4 つの広報 ・啓発動画を

公開しています。 
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再犯防止に関する啓発活動について、教えてください！ 

法務省では、より多 くの皆さまに再犯防止について知っていただくため、様々な啓発活動 を

行っています。 
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▲ 4 つの広報 ・啓発番組のサムネイル 

同番組は、令和 5 年 3 月頃まで期間限定で公開しておりますので、まだご覧になられてい

ない方は、この機会にぜひご覧 ください！ 

●  再犯防止４コマ＆１ページ漫画大賞  

  法 務省では、より多くの方に再犯防止について知っていただくために、令和３

年７月から１２月までの間、再犯防止や立ち直りをテーマとした４コマ漫画又は

１ページ漫画を募集しました。同大賞の入賞作品については、法務省ホームペー

ジの「再犯防止４コマ＆ 1 ページ漫画大賞受賞作品の決定について」で紹介して

おりますので、ぜひご覧ください。  

※QR コードからアクセスできます。  

「検察における入口

支援 」ページ 

「再犯防止って誰の

ため？～FC 東京の

取組 」ページ 

「立 ち直りの当事者と

語る再犯防止 」ページ 
「市民が市民に寄り

添う支援 」ページ 

「再犯防止 4 コマ＆1 ページ漫画大賞

受賞作品の決定について」ページ 

※QR コードからアクセス

できます。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

再犯防止について、もっと知りたいです！ 

法務省ホームページでは、再犯 防止 に関する特設ページを設けています。詳 細 については、

「再犯防止対策 」のページをご覧 ください。  
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（法務大臣賞 ）           （副 大臣賞 ）           （副 大臣賞 ）  

また、法務省では、毎年 、再犯防止に関する取組をまとめた「再犯防 止推進白書 」を刊行 し

ています。これまでに刊行 した「再犯防止推進 白書 」については、法務省ホームページの「再犯

防止推進白書 」のページに掲載しておりますので、ご覧 ください。  

※QR コードからアクセスできます。  

※QR コードからアクセスできます。  

「再犯防止対策 」

ページ 

「再犯防止推進白書 」

ページ 

-０４- 

▲ 再犯防止 ４コマ＆１ページ漫画大賞  入賞作品  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ポスター・リーフレットが表現するもの 
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第７２回 “社会を明るくする運動” 

「＃生きづらさを 生きていく。」をさらに一歩先へ 

令和 ４年 、“社会を明るくする運動 ”は７２回 を迎えます。  

第 ７２回のメインコピーは、前回に引き続き「＃生きづらさを 生きていく。」。  

「生 きづらさ」が誰にでもあったとしても、それでも前を向いて生きていかねばならない。  

「生 きづらさ」がありつつも、人 と人とがつながり、寄 り添い、社会につながっていく。  

“社 会 を明 るくする運 動 ”（“社 明 ”）は、そんな「犯 罪 や非行 のない安全で安心な明 るい地

域社会 」を目指し、発信を展開してまいります。  

-０５- 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舞台は、明け方の海 。 

ポスターでは、手 前 にたつ後ろ姿の女性が、少 し離れた場所で脱いだ靴を手 に軽やかに水

と遊ぶ少女を見守っている場面が描かれています。  

そして、ポスターで後ろを向いていた女性は、リーフレットを開 くと、その表情が一気にアップ

になります。未成年の頃に、自分も立ち直りの当事者であった女性が、今は自らが支援する側

にたち、少女を見守りながら、その先にある広 くて明るい世界を願 う表情です。  

あかれんが   ２０２２年  第 ７７号          《特 集記事 》 

-０６- 



ある地方都市の中心部にある新しいビル。 

 その中にある小さなオフィスで働 く、３０歳 くらいの女性 。  

 

 地 方の、小 さな町で生まれた。 

 小 さい頃から、おばあちゃんと２人暮らし。  

 どこか、自分は他の家の子と違う、と思っていた。  

 うまく表現できないけれど、同年代の友達ともうまくいかなくて、学校でもなじめない。  

 

 隣 の町に住む先輩の家は、いつもなぜか誰もいなくてガランとしていた。  

居場所だったっていうわけではないけれど、学校よりは居心地がよかった。  

 煙 草もクスリも、教えてくれたのはその先輩 。 

 そして、２人 とも保護観察になった。 

 

 保 護観察が終わってから高卒認定試験を受けた。  

 大 学に進学して、一人暮らしを始めた。 

 そして、２年間会社に勤めた後 、大学の時の仲間と一緒に会社を始めた。  

 思 い切 って新 しいことに挑戦 しよう、と思 えたのは、あの人の言葉がきっかけだったかも知

れない。 

    大 丈夫 。世界は広 くて、明るくて、  

    私 もいるんだから、きっと大丈夫 。 

 保 護 観 察 になって出 会 ったあの人 は、田 舎 の小 さな町 と、隣 の町 の先輩 とその取 り巻 き

が、自分の世界のすべてだと思い込んでいた私に、そう言った。  

 

 小 さい頃から、なぜか私につきまとった寂しさ。 

 それは 

    生 きづらさ 

だったのかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＃社明７２ キーストーリー 
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３ 多様な発信の展開  

第 ７２回 の“社 明 ”においては、ポスター・リーフレットのほか、オリジナル動画やラジオＣＭ用

音声を制作しています。 

また、第 ６６回 “社 明 ”からご協力いただいている吉本興業株式会社 とは、今 年の３月 に開

設したばかりのＢＳよしもととのコラボ等 、新たな企画も予定しています。  

 

本 年 の“社 明 ”にぜひご期待いただくとともに、運 動へのご協力をどうぞよろしくお願い申 し

上げます。 
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国 連 アジア極 東 犯 罪 防 止 研 修 所 （アジ

研 ）は、国 連 との協 定 に基 づき法 務省が運

営 しており、約 ６０年 間 、開 発 途 上 国 の刑

事司法実務家 を対象 とした国 際研修を実

施 してきました。令 和 ３年 度 からは、新 型 コ

ロナウイルス感 染 症 の流 行 による海 外 から

の渡 航 制 限 のため、オンラインで研 修 を実

施しています。 

在 及び未来 」について様々な国の取組を紹

介 しつつ、示 唆 深 いお話 をしてくださいまし

た。 

また、立 命館大学ＯＩＣ総 合研究機構教

授の仲眞紀子氏 は、「弱 者 への面接  ―司

法面接の基礎―」についてお話 しくださると

ともに、聴取技法を含めた司法面接への理

解 を深 めるべく、講 義 にロールプレイを取 り

入れてくださいました。ロールプレイでは、目

撃者である児童に対する聴取を想定 し、目

撃者役の参加者のみが模擬事件の動画を

視聴 しました。その後 、動画 を視聴 していな

い聴 取 者 役 及 び補 助 スタッフ役 の参 加 者

が、目 撃 者 役 に対 し 、動 画 の内 容 につい

て、講 義で触れられた聴取技法に沿 った聴

取 を試 み、仲 教 授 による講 評 が行 われまし

た。オンラインであっても実践的な研修が実

施 できて、研 修 員 にとっての深 い学 びとな

り、大変好評でした。 

アジ研で新たな国際研修が始動しました

（包摂的社会研修） 

（汚職防止）について 

-０９- 
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１：アジ研の研修とは 

今 回 の研 修 は、持 続 可 能 な開 発 のため

の２０３０アジェンダ（ＳＤＧｓ）、特 に目 標 １６

［平 和 ］の「平 和 と公 正 をすべての人 に」に

対 して、刑 事 司法の観点から貢献 し、包 摂

的社会を構築することを目標として、令和 ３

年 度 から新 たに始 動 したものです。今 回 は

第 １回 の研 修 として、令 和 ４年 ３月 ２日 から

同 月 １７日 まで、海 外 ８か国 から１３名 が参

加して実施され、児童を含む犯罪被害者の

権利 保 護 を促 進 するための効果 的 な方策

について集中的に議論 しました。 

今 回 の研 修 では２名 の外 部 講 師 をお招

きしました。 

まず、米 国カリフォルニア州立大学フレズ

ノ校名誉教授 （犯 罪 学 ）のジョン・Ｐ・Ｊ ・ドゥ

ーシッチ氏 は、 「国 際 被 害 者 学 の過 去 、現

在  

２：包摂的社会研修（被害者保護） 

３：オンラインでの講義及びロール

プレイ 

参加者からは、来 日での研修であればな

およかったが 、 オン ラ イ ン研 修 であっても

様 々な知 識 を得 ることができ、貴 重 な学 び

の機会 となったとの感想が多 く寄せられまし

た。 

児 童 を含 む犯罪被害者の権利保護 は、

日 本 を含 む世界 各 国 の刑 事司 法 における

重 要課題 の一つであり、それぞれの国 の事

情を踏まえながら、よりよい制度や運用を目

指  

４：おわりに 
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研 修 風 景  

指 して絶 えず見直 されていくべきものです。

研 修 を通 じて、アジ研 教 官 一 同 も、日 本 と

は異 なる法 制 度 を背 景 とした各 参 加 者 の

発 表 や指 摘 によって既 存 の法 制 度 の課 題

等に気づかされました。参 加者の皆 さんが、

この研 修で得た知見 を、各国 における被害

者  

 

者 権 利保護の発展のために活用 してくれる

ことを願っています。 

令 和 ４年 度 も、当 面 はオンライン形 式 の

活用が見込 まれますが、充実 した研修 を目

指 し、さらにバージョンアップを図 ってまいり

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お答えします 

～保護司について～ 

保護司は、法務大臣から委託 された無給の非常勤の国家公務員 で、保護観察官 と協力

して、罪を犯した人の立ち直りを支えています。地域の隣人として罪を犯した人を受け入れ、そ

の社 会復帰に伴走する保護司 は、罪 を犯 した人の心 の支 えとなり、また、更 生 に励む人 と地

域社会の架け橋 となる存在でもあり、国 際社会が目指す誰一人取 り残 さない社会 というＳＤ

Ｇｓの理念に通ずるものとして、世界的にも注目されています。また、日本が技術協力を行って

フィリピンやケニアに日本の保護司を基 にした制度が導入されています。 

Ｑ１ Ｑ１ 
保護司の役割はどのようなものですか？ 

また、日本独自の制度なのですか？ 

Ｑ２ どのように国際社会に向けて発信しているのですか？ 
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主に国際会議の場を通じて、保護司制度の重要性について発信を行っています。昨年は、

国連の会議である京都コングレスのサイドイベントとして第 １回 世界保護司会議を開催 しまし

た。この会議では、保護司や更生保護に関 わる地域ボランティアの国際的なネットワークの構

築及び制度の導入を希望する国や地域への支援などが議論され、その成果として「京都保護

司宣言 」が採択 されました。同宣言には、会議で議論された内容を今後世界的に協力 して推

進 していくこと、そして国連の国際デーとして「世界保護司デー」の創設を目指すこと等が盛り

込 まれています。保 護司制度の普及や「世 界保護司デー」創 設に向け、今 後も発信を続けて

参ります。 

-１１-  

（参考 ）世界保護司会議について 

（法務省ホームページ） 

※QR コードからアクセスしてください。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記者が行く！ 

～第６２回 全国矯正展～ 

【記  者 】 

皆 さま、こんにちは！ 

今回は、６月 ４日から５日 にかけて行われた全国矯正展について、担当者にお話を伺 ってき

ました。 
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記   者  

全国矯正展とは、どんなイベントなのでしょうか？ 

 

担 当 者 

全 国矯正展は、”社 会 を明るくする運動 ”の中央行事の一環 として、再 犯防止に向けた矯

正施設の取組等の紹介や、全国の刑務所 の受刑者たちが、改 善 更生や社会復帰を目指 し

て製作 した製品の展示販売を通 じて、矯 正行政の現状について、皆 様 に広 く知 っていただく

ことを目的として実施 しております。 

新 型 コロナウイルス感染症の感染拡大により、令和 ２年 と令和 ３年は全国矯正展の開催を

中止しましたが、本年度は３年ぶりに開催することができました。 

 

記   者  

念願の開催だったのですね！ずばり見所はどこでしょうか？ 

担 当 者 

「全 国 刑 務所作業製 品審査 会 コ

ーナー」です！全国各地の刑務所で

製 作 された刑 務 所 作 業 製 品 の中

で、特 に優 れた製 品 には、法 務 大 臣

賞 や事 務 次 官 賞 などが与 えられま

す。全 国 矯 正 展 では、そういった製

品を大々的に展示しております。 

そのほかにも、特 別 矯 正監 、矯 正

支援官によるテープカットや、刑務作

業を体験できるコーナーなど、見所は

たくさんあります。 

全 国 刑 務 所 作 業 製 品 審 査 会 コーナー 
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担 当 者 

刑務所では作業専門官という技術指導を担当する専門の職員がおり、その職員の指導を

受けながら、受刑者たちが一生懸命作っています。実は、こうした製品は作業専門官が企画し

ているんですよ。 

受 刑者たちが社会復帰に向けて、一生懸命 に製作 した刑務所作業製品を少 しでも多 くの

方々に知っていただければ幸いです。 

また、新型 コロナウイルスの感染が拡大 したときには、刑務作業で培 った縫製技術を活かし

て医療用ガウンを製作 し、全国の医療機関等への支援も行ったんですよ。 

 

記   者  

医療従事者を陰ながら支える受刑者たち･･･なんだか胸が熱 くなりますね！ 

今回は取材にご対応いただき、ありがとうございました。イベントに参加して初めて知ることも

多 く、勉強になりました。 

 

担 当 者 

第 ６２回の全国矯正展は終了しましたが、矯正展は全国各地でも実施する予定です。 

また、刑務所作業製品は、オンラインでの販売も行 っています。今回紹介できなかった製品

も取り扱っておりますので、ぜひご覧 ください。 

 

記   者  

今回の全国矯正展に参加できなかった方には朗報ですね！ 

気 になった方は、以下のページをのぞいてみてくださいね。 

各地の矯正展の情報は

こちら 

オンライン販売のページは

こちら 

記   者  

展 示 されている製 品を手 に取 ってみましたが、クオリティが高 くて驚 きました。市 販 のものと

比べても遜色ない作りだと思いますが、どうやって製作しているのでしょうか？ 

 

函 館 少 年 刑 務 所 のマル獄 シリーズ 
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そんなとき法テラスがお役に立ちます！Ｖｏｌ.５７ 
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～法テラスのＤＶ等被害者法律相談援助を知っていますか？～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インドネシアは、世 界 最 多 の１万 ３ , ００ ０

余 りもの島々から構 成 される、国 土総面積

が約 １９２万 ㎢（日 本 の約 ５倍 ・世 界 第 １ ４

位 ）、令 和 ２年 の人口が約 ２億 ７ ,０００万 人

（日 本の２倍超 ・世 界第 ４位 ）、令 和元年の

名 目 ＧＤＰが１兆 １ , １ ９ １億 ドル（世 界 第 １６

位 ）の大国です。首都 ジャカルタには、ＡＳＥ

ＡＮ本 部 も置 かれており 、 「Ａ Ｓ ＥＡＮの盟

主 」と呼 ばれています。インドネシアは、平 均

年齢が３０歳 程度 と非常 に若い国で、将来

の経済発展も期待されており、少子高齢化

に悩 む日本 にとっても非 常 に重要 な国 とい

えます。 

インドネシアでは、令和 ３年 １０月から新た

に４年 間の法整備支援プロジェクト「ビジネ

ス環境改善のためのドラフターの能力向上

及び紛争解決機能 強 化プロジェクト」が開

始 され、⑴法 務 人 権 省 法 規 総 局 を対 象 と

した法案の起草 ・審査を担当するドラフター

の能 力 の向 上 を図 る活 動 と、⑵最 高 裁 判

所 を対 象 とした知 財 事 件 等 を担 当 する裁

判 官 の能 力 の向 上 を図 る活 動 が行われて

います。そして、私 は、そのうち⑵の最 高 裁

判所の案件を担当する裁判官出身の専門

家 として、同 年 １１月 からインドネシアに派遣

されています。 

最 高 裁 判所の案件 では、知 財事件等 に

関 する 、研 修 の立 案 ・実 施 に関 する活 動

（活 動①）と、執 務参考資料の作成 ・公 開 ・

ほ 

普 及 に関 する活 動 （活 動 ②）に取 り組 んで

います。具 体 的 には、活 動 ①では、ジャカル

タ近 郊 にある司 法 研 修 所 での集 合 研 修 の

ほか、インドネシアの各 地 での出 張 研 修 を

行 い、裁 判 官 の能 力 向 上 を目 指 していま

す。活動②では、先 ごろ、日本 とインドネシア

の商 標 事 件 に関 する裁 判 例 を掲 載 した判

決集第 ２集が完成 し、令 和 ４年 ３月 に完 成

お披 露 目 会 を実 施 しました。これには、イン

ドネシア最 高 裁 判 所 長 官 や在 インドネシア

日本国大使 も出席 され、大 いに盛 り上がり

ました。 

私 個 人 がインドネシアのためにできること

は限 られていますが、日 本 とインドネシアの

架 け橋 の一 つとなって、インドネシアの知 財

裁 判 の発 展 のために力 を尽 くし、それが日

本 企 業 によるインドネシアへの投 資 の促 進

につながり、ひいては両 国 の相 互 発 展 に寄

与することができればと考えています。 

法制度整備支援の現場から 

職   名：インドネシア長期派遣専門家  

氏   名：西尾  信員  

採用年 ：平成２３年 １月  

所   属：インドネシア最高裁判所  

 

あかれんが   ２０２２年  第 ７７号          《連 載記事 》 

-１５- 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-１６- 

インドネシア最 高 裁 判 所 メンバーとＪ ＩＣＡメンバー  

～インドネシア最 高 裁 判 所 正 面 玄 関 前 にて～（筆 者 は前 列 左 から５人 目 ）  
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判 決 集 第 ２集 完 成 お披 露 目 会 （筆 者 は後 列 左 から７人 目 ）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法務省で働くひと・しごと紹介 Ｖｏｌ.１３ 

～経済安全保障の確保に向けて～ 
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係  名：経済安全保障特別調査室  

所  属：公安調査庁  

例えば、日本の先端技術が安全保障上懸念がある国に流出することを防 ぐなどし、日 本

の安全を図 り平 和 と繁栄 を維持 していくこととイメージしてもらえればよいと思います。当 室

では、関係機関 と連携 しながら、日 本の企業や大学などが保有する技術 ・データ・製 品等が

流出することを防 ぐための情報を収集 ・分 析 し、政 府中枢を始 めとする関係機関に情報提

供しています。 

 

Ｑ１ 経済安全保障特別調査室の分析官ってどんな仕事？ 

Ｑ2 最近のトピックスは？ 

当室は、日本 の企業や大学などが保有する技術等の流出を防ぐため、企 業や大学 との

連携を進めています。当室では、国民の皆さまや経済団体 、企業 、大学等に幅 広 く技術等

の流出の事例や注意点などを知 ってもらうため、パンフレットを公 表 しているほか、講 演 を

実施しています。また、啓発動画を作成し、都内の大型ビジョンで放映するなどしています。  
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私が担当 する経済 安 全保障 に関 する分 析 業務 は、全 国 の調査 官が様々に工夫 をして

集めた情報をもとに、自分なりに仮説を立て、価値のあるものを見いだし、分かりやすく文書

にするものです。色々な観点から様々な結論を導き出すことができるので、正解が一つという

ものではありません。苦 労 してまとめた資料 を関係機関に提供 して、それをもとに関係機関

が何 らかの対策をとってくれた際 には大 きな達 成感を感 じます。日 々変動 する国内外の情

勢を的確に捉 えて分析を行 うために、幅 広い知識を吸収 しなければならずチャレンジングで

はありますが、皆が知らない事態をいち早 く把握できることは刺激的でもあります。日本の更

なる発展 に必要 な技術等の流出防止に貢献 しているという誇 りをもって、業 務 に従 事 して

います。 

Ｑ３ 経済安全保障特別調査室の分析官のやりがいって何？ 

-１８- 

経済安全保障のパンフレットを室一丸となって作成 したことです。国や国民の皆さまの安全

を経済面から確保する取組の一環 として、「企 業や大学等の皆さまの実務にお役に立 てるパ

ンフレット作 り」を目標 としました。国 内外で発生 した経済安全保障に関連 した事案や想定さ

れる技術 ・データ・製品等の流出経路などについて、職場の多 くの同僚と時には激論を交わし

ながら、分かりやすい文章や図などを作成 しました。このパンフレットが皆 さまのお役に立てるこ

とを室員一同願っています。 

Ｑ4 心に残っているエピソードがあれば教えてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジ研による 

「第２回ユース国際研修」を開催します 

国連アジア極東犯罪防止研修所 （アジ研 ）は、６０年近 くにわたり、主に発展途上国の刑事

司法実務家を対象 とした数多 くの国際研修を実施 してきましたが、令 和 ３年度 には、若 者 を

対象 とした初めての研修である「ユース国際研修 」を企画 ・実 施 し、日 本の大学生や大学院

生 、海外からの留学生にご参加いただき、昨 年度のテーマであった薬物の問題について学び

を深めていただきました。 

参加者から大変好評であった本研修を今年度も実施します。  

 

【日時 】令和 ４年 ８月 １日 （月 ）から８月 ５日 （金 ）まで 

【場所 】国連アジア極東犯罪防止研修所  

    （会 場参加又はオンライン参加 ） 

【研修テーマ】児童虐待のない社会に向けて ～若者の討議による対応策の模索～ 

 

詳細については、アジ研や法務省のホームページに掲載中の情報をご確認 ください。  
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